
　９月３日（火）女性会９月のオープン例会が参加者
２９名で開催されました。今回は、真面目に講習会の
ような形式でお題はハラスメントに関する話。リスク
コンサルタントの水口由美子先
生を迎え「ハラスメント予防の
知識と知恵を蓄えリスクに備え
る」というタイトルで様々な場
面でのハラスメントの対応や、
考え方を学びました。

　参加の皆様、それぞれ経営者としての立場、店頭に
立つときの顧客対応、従業員とのコミュニケーション
などで悩まれることも多い中、日頃のやりとりを想定
しながらお話聞かれた方も多かったよう。始めは水口
先生の問いかけに固くなりがちな反応も、後半は自社
の状況を踏まえた質問なども出て、いつもの和んだ雰
囲気になってきたようでした。

　一部具体例をひくと、「彼女（彼氏）はいるの？と若い
子に聞くのはハラスメントになるのか？」という質問
に対しては、「相手はその質問に対してどう感じていま
すか？」と問われ、それによって答えが変わりますよ
という話。白黒はっきりつけたわかりやすい答えがほ
しい！と思いがちですが、結局大事なのは相手がどう
思っているかを感じて対応すること。そしてその先に
は、「その人を結局どうしたいのか？」ということを考
えて動くことが重要とのこと。
　たとえば複雑な問題の場合、トラブルメーカーの社
員に対して、その人は今の会社で働き続けたいと思っ
ているのか、訴えて賠償金などがほしいだけなのか。
会社もその人を育てたいのか、辞めさせたいのか。そ
の目的によって対応の仕方も変わってきます。そして
最終的には経営者として、リスクを背負って選択をす
る覚悟を求められることがあることもお話頂きました。
　法律論だけで、これはいい、ダメと決められないも
のだからこそ、そもそもの「相手への理解」や「コミュ
ニケーション」が大事なのだと改めて感じた会でした。

　　　　　　　　　　　　 〈報告：松谷　知美〉
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